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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第２四半期 2,508 2.7 191 △34.3 185 △37.2 98 △24.9

28年３月期第２四半期 2,443 2.2 291 △13.9 295 △13.7 130 △67.0

(注) 包括利益 29年３月期第２四半期 101 百万円 (△19.6％) 28年３月期第２四半期 126 百万円 (△68.2％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第２四半期 12.48 ―

28年３月期第２四半期 16.60 ―
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第２四半期 6,501 3,219 49.5

28年３月期 6,543 3,295 50.4

(参考) 自己資本 29年３月期第２四半期 3,219 百万円 28年３月期 3,295 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 ― ― ― 15.00 15.00

29年３月期 ― ―

29年３月期(予想) ― 16.00 16.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,300 9.1 540 1.5 550 1.5 300 △41.0 38.15

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社 (社名) 、除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期２Ｑ 8,257,600株 28年３月期 8,257,600株

② 期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 393,559株 28年３月期 393,559株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 7,864,041株 28年３月期２Ｑ 7,864,041株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

　

　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　

　上記の予想は、現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予

想数値と異なる場合があります。なお、当社グループはパッケージソフトウェアの開発・販売を主たる事業としている

ため、当社グループの業績は売上高の増減がほぼそのまま営業利益に反映するという特徴があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する

定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済財政政策により下支えされているものの、新興国経済の減

速や円高の進行等により先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社グループでは、研究開発活動に積極的に取り組んでまいりました。その成果として、９

月より工程管理機能付きASP型工事情報共有システム『BeingCollaborationPM』を販売開始いたしました。また、ミャ

ンマーの開発子会社（Being (Myanmar) Co.,LTD）を活用した商品開発が本格化したことに伴い、第１四半期連結会計

期間より同社を連結子会社としております。この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、前年同期に比

して2.7％増加し2,508百万円となりました。

利益面では、積極的な開発活動の結果、研究開発費が増加するなどしたことから、経常利益は、前年同期に比して

37.2％減少し185百万円となりました。この結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期に比して24.9％減

少し、98百万円となりました。

セグメント別の概況は次の通りであります。

（建設関連事業）

建設関連事業につきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期とほぼ同水準の1,809百万円（前

年同期比0.1％減）となりました。

利益面では、積極的に商品開発投資を行っていることや、熊本地震の被災自治体への寄付（50百万円）を行った

ことから、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益は前年同期に比して39.9％減少し、142百万円となりまし

た。

（設備関連事業）

設備関連事業につきましては、強みである直接販売に加えて、販売店の開拓に取り組み、より充実した商流の構

築を推進してまいりました。この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比して10.7％増加し699

百万円となりました。

一方、利益面では、売上高は増加したものの、人員増等によるコスト増加により、当第２四半期連結累計期間の

セグメント利益は前年同期に比して5.3％減少し、59百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

① 財政状態の分析

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて121百万円増加し、4,930百万円となりま

した。これは主に、現金及び預金が391百万円増加し、受取手形及び売掛金が183百万円、有価証券が115百万円それ

ぞれ減少したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて163百万円減少し、1,571百万円となりました。これは主に、投資有価証

券が102百万円、連結子会社の新規連結に伴い関係会社貸付金が63百万円それぞれ減少したことによるものです。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて41百万円減少し、6,501百万円となりました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて７百万円減少し、1,545百万円となりまし

た。これは主に、前受収益が53百万円増加し、未払金の減少26百万円を含め、その他の流動負債が43百万円、未払

法人税等が23百万円それぞれ減少したことによるものです。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて41百万円増加し、1,736百万円となりました。これは主に、長期前受収益

が23百万円増加したことによるものです。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて34百万円増加し、3,282百万円となりました。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べて76百万円減少し、3,219百万円となりまし

た。これは主に、利益剰余金が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上により98百万円増加し、配当により117百

万円、連結子会社の新規連結に伴い60百万円それぞれ減少したことなどによるものです。
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この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より0.8ポイント低下し、49.5％となりました。

② キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

て377百万円増加し、2,239百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動により増加した資金は304百万円（前年同期は466百万円の増加）と

なりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益183百万円、売上債権の減少額183百万円、前受収益および長

期前受収益の増加76百万円などの収入、法人税等の支払額134百万円などの支出があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動により増加した資金は191百万円（前年同期は137百万円の減少）と

なりました。これは主に、有価証券の償還による収入312百万円（純額）、投資有価証券の取得による支出100百万

円、有形および無形固定資産の取得による支出20百万円などがあったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動により減少した資金は117百万円（前年同期は117百万円の減少）と

なりました。これは、配当金の支払額117百万円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の業績予想につきましては、概ね計画通りに推移したため平成28年５月11日に公表した業績予想

から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、第１四半期連結会計期間より、Being（Myanmar）

Co.,Ltd. は重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実

務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１

日以後に取得する建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表への影響額はありません。

（３）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日) を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,475,221 2,867,025

受取手形及び売掛金 830,403 646,744

有価証券 1,065,193 949,284

商品及び製品 3,756 3,068

原材料及び貯蔵品 7,522 6,390

繰延税金資産 257,549 264,787

その他 169,173 193,263

貸倒引当金 △400 △350

流動資産合計 4,808,420 4,930,215

固定資産

有形固定資産 231,082 245,452

無形固定資産

のれん 267,379 256,825

その他 33,876 30,008

無形固定資産合計 301,256 286,833

投資その他の資産

投資有価証券 204,795 102,695

繰延税金資産 484,899 498,907

その他 519,620 444,068

貸倒引当金 △6,427 △6,427

投資その他の資産合計 1,202,887 1,039,243

固定資産合計 1,735,225 1,571,529

資産合計 6,543,646 6,501,744
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 121,411 121,335

未払法人税等 138,637 115,471

前受収益 779,096 832,964

賞与引当金 203,016 208,536

その他 311,052 267,655

流動負債合計 1,553,215 1,545,964

固定負債

退職給付に係る負債 488,388 506,321

長期前受収益 1,203,577 1,226,705

その他 3,080 3,640

固定負債合計 1,695,045 1,736,666

負債合計 3,248,260 3,282,630

純資産の部

株主資本

資本金 1,586,500 1,586,500

資本剰余金 197,982 197,982

利益剰余金 1,594,122 1,514,163

自己株式 △86,019 △86,019

株主資本合計 3,292,586 3,212,627

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,798 △1,270

為替換算調整勘定 - 7,757

その他の包括利益累計額合計 2,798 6,486

非支配株主持分 - 0

純資産合計 3,295,385 3,219,114

負債純資産合計 6,543,646 6,501,744
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 2,443,330 2,508,623

売上原価 546,152 598,242

売上総利益 1,897,178 1,910,380

販売費及び一般管理費 1,606,028 1,719,122

営業利益 291,149 191,258

営業外収益

受取利息 4,770 3,163

受取配当金 32 32

雑収入 1,308 1,025

営業外収益合計 6,111 4,221

営業外費用

支払利息 25 32

障害者雇用納付金 1,020 760

為替差損 83 9,108

雑損失 563 102

営業外費用合計 1,692 10,003

経常利益 295,568 185,476

特別利益

事業譲渡益 5,000 -

特別利益合計 5,000 -

特別損失

固定資産売却損 963 -

固定資産除却損 8 510

投資有価証券評価損 18,721 1,164

出資金評価損 1,000 -

特別損失合計 20,693 1,674

税金等調整前四半期純利益 279,874 183,801

法人税、住民税及び事業税 174,601 106,584

法人税等調整額 △25,300 △20,906

法人税等合計 149,301 85,678

四半期純利益 130,573 98,122

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 130,573 98,122
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 130,573 98,122

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,993 △4,069

為替換算調整勘定 - 7,757

その他の包括利益合計 △3,993 3,688

四半期包括利益 126,579 101,810

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 126,579 101,810

非支配株主に係る四半期包括利益 - 0
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 279,874 183,801

減価償却費 20,959 18,041

のれん償却額 10,554 10,554

貸倒引当金の増減額（△は減少） △157 △50

賞与引当金の増減額（△は減少） 31,437 5,519

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 560 560

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 29,266 17,933

受取利息及び受取配当金 △4,802 △3,195

支払利息 25 32

事業譲渡損益（△は益） △5,000 -

投資有価証券評価損益（△は益） 18,721 1,164

出資金評価損 1,000 -

固定資産売却損益（△は益） 963 -

固定資産除却損 8 510

売上債権の増減額（△は増加） 280,668 183,419

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,809 1,820

仕入債務の増減額（△は減少） 8,880 1,727

未払又は未収消費税等の増減額 △66,640 △4,755

前受収益の増減額（△は減少） 47,394 53,868

長期前受収益の増減額（△は減少） 57,394 23,127

その他 △120,489 △58,415

小計 583,810 435,663

利息及び配当金の受取額 4,349 3,342

利息の支払額 △25 △32

法人税等の支払額 △121,917 △134,049

営業活動によるキャッシュ・フロー 466,217 304,924

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △230,600 △236,800

定期預金の払戻による収入 223,400 228,800

有価証券の取得による支出 △100,133 △100,045

有価証券の償還による収入 100,000 412,315

有形固定資産の取得による支出 △9,694 △15,078

無形固定資産の取得による支出 △8,482 △5,004

投資有価証券の取得による支出 △100,000 △100,000

関係会社貸付けによる支出 △15,000 -

事業譲渡による収入 5,000 -

敷金及び保証金の差入による支出 △2,898 △639

敷金及び保証金の回収による収入 1,120 7,462

投資活動によるキャッシュ・フロー △137,289 191,010

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △485 -

配当金の支払額 △116,900 △117,590

財務活動によるキャッシュ・フロー △117,386 △117,590

現金及び現金同等物に係る換算差額 - △567

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 211,541 377,776

現金及び現金同等物の期首残高 1,631,889 1,856,021

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 - 6,027

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,843,430 2,239,825
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２建設関連事業 設備関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,811,626 631,704 2,443,330 ― 2,443,330

セグメント間の内部
売上高又は振替高

9,839 2,600 12,439 △12,439 ―

計 1,821,466 634,304 2,455,770 △12,439 2,443,330

セグメント利益 236,910 62,693 299,604 △8,454 291,149

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去2,100千円及びのれん償却額△10,554千円が含まれてお

ります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２建設関連事業 設備関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,809,366 699,257 2,508,623 ― 2,508,623

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5,119 3,300 8,419 △8,419 ―

計 1,814,485 702,557 2,517,042 △8,419 2,508,623

セグメント利益 142,416 59,396 201,812 △10,554 191,258

(注) １ セグメント利益の調整額は、のれん償却額であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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